
こくほで受けられる給付健康保険などの任意継続について 98

●手続き先
　以前の職場の保険者
　（全国健康保険協会（協会けんぽ）北海道支部、
各健康保険組合、各種共済組合 など）

●届出に必要なもの
　・健康保険任意継続被保険者資格取得申請書

任意継続の手続きは、退職後20日以内に 

※詳しくは、手続き先の保険者にお問い合わせください。 

　会社員や公務員の方などが退職された場合には、退職
前に職場の健康保険などに2か月以上の加入期間があれ
ば、退職後2年間は、以前の保険に継続して加入すること
ができます。これを任意継続といいます。
　任意継続とこくほでは、保険料
（税）などが異なってきます。
　任意継続については、職場の
健康保険などの事務所に、こくほ
については、お住まいの市区町村
の窓口にお問い合わせください。

●会社などを退職したとき

健康保険などの任意継続について こくほで受けられる給付

●義務教育就学前 2割

●義務教育就学から70歳未満の方 3割

医療機関の窓口で支払う一部負担金の割合

●一部負担金
　保険証を医療機関の窓口で提示することにより、
かかった医療費の一部を負担することで診療が受けられ
ます。

70歳以上の方の一部負担金の割合の判定について

はい

はい

はい※

いいえ

いいえ

いいえ

※申請が必要な場合があります。

国保世帯の70歳から74歳までの方の
課税所得金額が全員145万円未満

一般
2割

現役並所得者
3割

国保世帯の70歳から74歳まで
の方の基礎控除後の総所得金
額合計が210万円以下

国保世帯の70歳から74歳まで
の方の収入の合計が520万円
未満（70歳から74歳までの方
が1人の場合は383万円未満）

基礎控除は
43万円（所得
金額によって変
わります。）です


